
　
　

就
学
支
援
金
の
加
算
対
象
者
が
見

込
み
よ
り
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
同
様

に
低
所
得
世
帯
を
支
援
し
て
い
る
県
の

授
業
料
減
免
補
助
制
度
の
活
用
も
増
え

る
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
。

 

ま
た
、
低
所
得
者
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
授
業
料
減
免
補
助
制

度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

今
回
の
就
学
支
援
金
申
請
者
数
か

ら
判
断
す
る
と
、
減
免
対
象
者
も
前
年

度
比
較
で
二
千
人
以
上
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

ま
た
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
就

学
支
援
金
制
度
の
加
算
措
置
に
加
え
、

国
の
財
源
措
置
と
し
て
交
付
税
が
一
人

当
た
り
二
千
円
か
ら
五
千
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

近
く
、
各
学
校
に
お
い
て
開
始
さ
れ

る
授
業
料
減
免
の
申
請
状
況
を
見
な
が

ら
、
ま
た
、
国
か
ら
の
財
源
措
置
の
趣

旨
や
就
学
支
援
金
制
度
と
県
の
減
免
制

度
と
の
整
合
な
ど
を
勘
案
し
て
、
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て
、
更
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。　
　
　

　　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

十
二
月
か
ら
す
ぐ
に
現
物
給
付
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
市
町
村
に
対
す
る

情
報
提
供
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
に
対

し
、
三
月
十
八
日
に
担
当
者
説
明
会
を

開
催
し
、
十
二
月
ま
で
の
作
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
、
受
給
券
の
様
式
改
正
に
つ
い
て
は
、

五
月
十
日
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
審
査
支
払
機
関
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
改
修
の
状
況
や
県
か
ら
行
う

医
療
機
関
へ
の
周
知
の
内
容
に
つ
い
て
、

適
宜
、
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

千
葉
県
内
に
お
け
る
暴
力
団
の
情

勢
は
ど
う
か
。

 

ま
た
、
現
在
検
討
し
て
い
る
「
暴
力

団
排
除
条
例
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。

　
　

平
成
二
十
一
年
末
現
在
、
県
内
で

は
、
約
百
二
十
組
織
、
約
二
千
八
百
人

の
暴
力
団
勢
力
を
把
握
し
て
い
る
。

　

暴
力
団
構
成
員
等
の
数
は
、
暴
力
団

対
策
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
四
年
以
降
、

全
国
で
は
約
一
万
人
減
少
し
て
い
る
が
、

本
県
で
は
、
ほ
ぼ
横
這
い
の
状
態
で
推

移
し
て
い
る
。

 

暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
各
県
に
お
い
て
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
県
及
び
県
民

等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
基
本
的
施
策
、

暴
力
団
員
等
に
対
す
る
利
益
の
供
与
の

禁
止
等
を
定
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

 

本
県
に
お
い
て
も
、
そ
の
制
定
に
つ

い
て
、
本
県
の
実
情
を
踏
ま
え
、
関
係

部
局
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

  

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想

に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢

の
変
化
が
あ
り
、
企
業
立
地
も
進
ま
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
構
想
の
見
直

し
は
考
え
な
い
の
か
。

　
　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想

策
定
後
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
に
、
具

体
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ

ア
パ
ー
ク
推
進
方
針
」
と
「
第
一
期
事

業
化
計
画
」
を
策
定
し
た
。

 

構
想
自
体
の
見
直
し
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
区
画
の
小
規
模
化
や
緑
地
率
の

引
き
下
げ
な
ど
、
事
業
推
進
の
方
法
は

見
直
し
て
き
た
。

 

今
後
も
、
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　

農
林
水
産
部
関
係
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
補
正
で

三
十
九
人
雇
用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

効
果
は
あ
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
度
、
農
林
水
産
部

で
は
、
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
初
予
算

と
合
わ
せ
て
百
五
十
九
人
の
雇
用
創
出

を
考
え
て
い
る
。

 

対
象
事
業
に
つ
い
て
は
広
く
拾
い
出

し
を
行
い
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
雇
用

創
出
に
資
す
る
も
の
を
選
定
し
た
。

　
　

一
宮
海
岸
の
今
後
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

ド
工
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
官
民

合
同
の
協
議
会
で
あ
る
『
一
宮
の
魅
力

あ
る
海
岸
づ
く
り
会
議
』
で
の
確
認
内

容
を
尊
重
す
る
の
か
。

　
　

県
と
し
て
は
、
海
岸
侵
食
対
策
と

し
て
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
海
岸
づ
く
り
会
議
の
中

で
も
十
分
に
説
明
し
、
工
事
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　

い
わ
ゆ
る
、
ゆ
と
り
教
育
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

国
際
的
な
調
査
で
は
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
の
読
解
力
が
低
下
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
、
千
葉
県
に
お
い
て

も
独
自
に
実
施
し
た
学
力
状
況
調
査
の

中
で
、
思
考
し
表
現
す
る
力
、
学
習
意

欲
、
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
教
科
や
実
生

活
の
中
に
生
か
そ
う
と
す
る
意
識
な
ど

に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
か
ら

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
八
件
）

▽
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
行
政
組
織
条
例

▽
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制

限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
県
税
条
例
等

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校
設
置
管
理
条

例
等

▽
千
葉
県
県
立
高
等
学
校
設
置
条
例

▽
千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

◆
そ
の
他
（
八
件
）

▽
契
約
の
締
結

▽
契
約
の
変
更

▽
財
産
の
取
得

▽
訴
え
の
提
起

▽
専
決
処
分
の
承
認

▽
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
監
査
委
員
の
選
任
（
二
件
）

〈
議
員
提
出
〉

▽
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実
強
化

に
関
す
る
意
見
書

▽
「
風
吹
け
ば
京
葉
線
が
と
ま
る
」
と
い

う
異
常
な
鉄
道
交
通
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書

▽
ば
ら
ま
き
政
策
を
排
し
、
財
政
の
健
全

化
を
求
め
る
意
見
書

▽
地
球
温
暖
化
政
策
の
抜
本
的
な
変
更
を

求
め
る
意
見
書

▽
非
線
引
き
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る

農
地
転
用
手
続
き
等
の
緩
和
を
求
め
る

意
見
書

▽
コ
メ
の
戸
別
所
得
補
償
対
策
等
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

▽
教
育
公
務
員
特
例
法
の
早
期
改
正
を
求

め
る
意
見
書

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
関

す
る
意
見
書

▽
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
防
火
体
制

強
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
国
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
度
教
育
予

算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

▽
議
案
第
一
号
「
平
成
二
十
二
年
度
千
葉

県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
」

に
関
す
る
附
帯
決
議

▽
古
紙
抜
き
取
り
行
為
の
未
然
防
止
に
係

る
対
策
の
促
進
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▽
清
掃
・
設
備
等
委
託
業
務
に
お
け
る
品

質
確
保
に
つ
い
て（
第
一
項
〜
第
四
項
）

▽
細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
に
よ

る
定
期
接
種
化
を
早
期
に
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
第
二
項
、
第
三
項
）

◆
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
関
係
（
一
件
）

▽
一
般
会
計

◆
条
例
の
制
定
（
一
件
）

▽
千
葉
県
過
疎
地
域
県
税
課
税
免
除
条
例

積
極
的
な
観
光
P
R
と

魅
力
的
な
千
葉
づ
く
り
に
関
す
る
決
議

　

千
葉
県
は
、
首
都
圏
の
東
に
位
置
し
、
成
田

国
際
空
港
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
国
内
外
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

日
本
を
代
表
す
る
複
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

「
幕
張
メ
ッ
セ
」、東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に

代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
が

あ
る
一
方
、
海
や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
が
あ

り
、
新
鮮
な
海
の
幸
・
山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
、

さ
ら
に
、
歴
史
的
な
観
光
地
も
数
多
く
あ
る
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料
金
の

引
下
げ
で
、
千
葉
県
を
訪
れ
る
観
光
客
も
大
幅

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
排
気
ガ
ス
の
出
な
い
「
千
葉
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
」
や
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を

活
用
し
た
「
い
す
み
鉄
道
」
、
そ
し
て
観
光
地

で
の
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど
、
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
取
組
み
も
盛
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
豊
か

な
自
然
と
お
い
し
い
食
べ
物
な
ど
と
い
っ
た

「
千
葉
県
の
魅
力
」
は
、
全
国
的
に
は
あ
ま
り

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
人
々
に
千
葉
県
へ
訪
れ
て
も
ら
う
に

は
、
様
々
な
手
段
を
通
じ
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
千
葉
県
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発

信
し
、
千
葉
県
の
知
名
度
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
名
所
、
名
産
品
・
特
産

品
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
一
人
ひ
と
り
が
も
っ

と
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
他
人
に
優
し
く
な
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
取
組

み
に
よ
り
、
千
葉
県
を
訪
れ
る
人
々
の
、
千
葉

県
に
対
す
る
好
感
度
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

今
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
は
、
国
内
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
が

十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
後
、
十
月
二
十

三
日
か
ら
は
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ゆ

め
半
島
千
葉
大
会
」
が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
大
会
関
係
者

や
観
光
客
が
訪
れ
、
千
葉
県
の
魅
力
を
直
接
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ち
ば
中
学
生
県
議
会

と
し
て
、
全
国
の
人
々
に
千
葉
県
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
千
葉
県
の
様
々
な
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、

他
の
人
々
へ
の
優
し
い
気
持
ち
と
「
ふ
る
さ
と

千
葉
」
の
魅
力
を
も
っ
と
認
識
し
、
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
、
み
ん
な
の
力
で
千
葉
県
の
魅
力
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
強
く
希
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日ちば

中
学
生
県
議
会

ち
ば
中
学
生
県
議
会
決
議
文

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

採
択
さ
れ
た
請
願

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案

監査委員
阿部　紘一（自民党）

伊藤　　勲（自民党）

𠮷本　　充（自民党）

議会において選任された委員・議員

君津広域
水道企業団
議会議員

（平成22年6月22日現在）

常任委員会委員

委　
　
　
　
　

員
委員

委員長

副委員長

委 員 会 名 総　　務 総合企画水道 健康福祉 環境生活警察 商工労働企業 農林水産 県土整備 文　　教

定数／現員 12／12 12／10 12／12 12／11 12／11 11／9 12／12 12／12

委　員　長 伊藤　昌弘
（自民党）

瀧田　敏幸
（自民党）

亀田　郁夫
（自民党）

鈴木　昌俊
（自民党）

鈴木　　衛
（自民党）

大松　重和
（自民党）

佐野　　彰
（自民党）

大野　　眞
（自民党）

副  委  員  長 山中　　操
（自民党）

山本　義一
（自民党）

木名瀬捷司
（自民党）

信田　光保
（自民党）

服部　友則
（自民党）

鶴岡　宏祥
（自民党）

石毛　之行
（自民党）

矢野　光正
（自民党）

自　民　党

鈴木　良紀

川名　寛章

石橋　清孝

谷田部勝男

林　　幹人

田久保尚俊

酒井　茂英

伊藤　　勲

秋山　光章

本清　秀雄

遠藤　澄夫

阿井　伸也

今井　　勝

武田　正光

斎藤　万祐

宍倉　　登

近藤喜久夫

木下　敬二

西田　　譲

伊藤　和男

成尾　政美

岡村　泰明

伊藤　　丈

松下　浩明

河上　　茂

阿部　紘一

小島　武久

山口　　登

江野澤吉克

浜田　穂積

田中　宗隆

皆川　輝夫

渡辺　芳邦

民　主　党
河野　俊紀
田中　信行
篠崎　史範

花崎　広毅
髙橋　　浩

石井　宏子
礒部　裕和

杉田　守康
堀江　はつ
竹内　圭司

天野　行雄
矢崎堅太郎
高松健太郎

田中　　明
岩井　　覚

高木　　衛
遠藤　英喜

湯浅　和子
横堀喜一郎
布施健太郎

公　明　党 石川　信一

小松　　実

秋林　貴史 阿部　俊昭 吉野　秀夫 藤井　弘之

吉川　　洋

赤間　正明

共　産　党 丸山　慎一 三輪　由美

川本　幸立

塚定　良治

岡田　幸子

市民ネット・社民・無所属 小宮　清子大野　博美

16／16

委員外
議　員 丸山　慎一 小宮　清子

小島　武久
皆川　輝夫
西田三十五
今井　　勝
松下　浩明
岩井　　覚
石井　宏子

山口　　登
木名瀬捷司
渡辺　芳邦
瀧田　敏幸
河野　俊紀
遠藤　英喜
塚定　良治

田中　宗隆（自民党）

川名　寛章（自民党）

議 会 運 営 委 員 会 委 員宇野　　裕

佐藤　正己

𠮷本　　充

西田三十五

内田　悦嗣

（平成22年6月25日現在） （平成22年6月22日現在）
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